










上 方 浮 世 絵 の 版 元 と絵 師
















































































































る。にわか図 ・人形遣い図 ・風景画 ・子 ども
絵 ・相撲絵など貞広の役者絵以外のジャンル
への広がりの背後には天満屋喜兵衛の版元と
しての存在が考え られる。
以上,天 満屋喜兵衛の浮世絵出版について,
国広 と貞広の作品を中心に考察 した。この二
人の絵師の作品を通 して,天 満屋喜兵衛の版
元としての意図を考える必要がある。つまり,
天満屋喜兵衛は上方における浮世絵出版を模
索していると言えるのではないだろうか。国
広や貞広の浮世絵出版の多 くを手がけている
という点について も,版元 として一人の絵師
をプロデュースするというように見ることが
出来れば,一人の絵師の作品が一つの版元か
ら集中して出版されている理由が説明でき,
絵師と版元が同一人物ということにはな らな
い。さらに国広と貞広には歌川派という共通
点が挙げられる。天満屋喜兵衛は版元として,
江戸における浮世絵出版の状況を考え,役 者
絵がほとんどの上方浮世絵の出版を広げよう
としていたと言えるのではないだろうか。
またこれまで同一人物説から,天満屋喜兵
衛は絵師国広との関係が主に論 じられてきた。
しかし,貞広の役者絵以外の浮世絵をすべて
手がけている点を考えると,貞広と天満屋喜
兵衛の関係にも注目する必要がある。これは
上方における浮世絵出版に対する版元のプロ
デュースや戦略といった視点に関わるもので
あり,上方における江戸の浮世絵画派の流入
や影響について版元の立場から,つまり絵師
の立場か らだけではない,版元の浮世絵販売
としての視点からも今後は研究する必要があ
るといえるQ
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